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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況
【令和２年度実施分】

令和３年８月

○記載内容について

各取組で理由の記載なく中止・未開催になっている場合は、新型コロナウイルス感染症対策によるものとご理解ください（それ以外の理由による

ものは中止理由を記載しています）。

また、担当課係欄は令和３年度の機構改革後の担当課係を記載しております。

○昨年度調査からの追加、変更、廃止点について

新規（追加）事業については全朱書き、変更箇所については朱書きで記載しております。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【情報共有】に関する事項

市民への情報提供に係る取組状況

番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
1

「広報いわみざわ」の発行

市民の暮らしに欠かすことができない健康・福祉・教育などの生活情報や利
便情報の提供に加え、まちづくりのビジョンや課題など行政が持つ情報を積
極的に提示し、情報の共有による市民と行政の信頼関係を深め、市民が主
役の市民参加のまちづくりの実現をサポートする広報紙づくりを行っている。
（昭和２６年８月から）

毎月１日（年１２回）発行
配布は前月下旬

秘書課
広報係

情報共有
2

ＡＲ（拡張現実）の活用

スマートフォンやタブレットを利用している割合が高く、広報紙に対する興味
の薄い、若い世代をターゲットに、広報いわみざわと連動した動画などによ
り、限りある紙面の補足的な情報発信のコンテンツとして活用している。（平
成２９年１０月開始）

広報発行の都度
秘書課
広報係

情報共有
3

　
「いわみざわ暮らしナビ」の発行

転入者用として、市の政策・現状、まつり、健康、生活環境、公園、市有施
設、制度などを広く紹介。

随時転入者に配付
秘書課
広報係

情報共有
4

写真広報
市役所本庁、北村支所、栗沢支所、市立総合病院ロビーの４か所に、市の事
業・行事や街の話題などを写真で広報を行っている。
（昭和５６年１０月から）

毎月交換（カラー写真６ツ
切、６枚ずつ）

秘書課
広報係

情報共有
5

「声の広報いわみざわ」録音配布
目の不自由な方を対象に「広報いわみざわ」の内容、市政の動向、まちの話
題などをＣＤに録音し配布している。

広報発行の都度
希望者に配布

秘書課
広報係

情報共有
6

広報いわみざわの点訳 目の不自由な方のために「広報いわみざわ」の内容を点訳し配布している。
広報発行の都度
希望者に配布

秘書課
広報係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（１）　情報共有の原則　市民、議会及び市長等は、まちづくりに関する情報を共有します。
　（情報共有）
第１８条　市民、議会及び市長等は、互いにまちづくりに関する情報を伝え合い、共有するものとします。
　（情報の提供及び公開）
第１９条　議会及び市長等は、その保有する市政に関する情報を適切な時期及び方法で、積極的かつ分かりやすく市民に提供しなければなりません。
２　議会及び市長等は、市民から情報公開の請求があったときは、別に定める条例の規定により公開するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
7

街頭放送による周知

ＩＨＫにより、街頭に設置したスピーカーで、「広報いわみざわ」の記事や市税
等の納入期日の周知、食中毒警報、土・日曜、祝日当番医周知、防災（火
災､大雨、暴風雪)情報などを街頭放送し、市政に関わる情報や市民生活に
必要な諸行事等をお知らせしている。（昭和２５年５月から）

月～土曜日の１日５回（５
～１０分）及び緊急性のあ
るものは随時

秘書課
広報係

情報共有
8

ＦＭはまなすによる周知

市の施策や行事のＰＲ用として、「いわみざわ市政だより」や新たな制度、事
業を特集番組で市民周知のほか、行事案内、講座の募集など、月１回発行
の広報との時差を補うリアルタイムの情報を随時提供している。また、災害・
緊急時の場合は随時放送を行う。（平成８年度から）

随時
秘書課
広報係

情報共有
9

テレホンサービス「救急当番医ガイド」
土・日曜日、休日の当番医情報を誰でも利用できる電話サービス（24時間自
動音声による対応）として提供している。（昭和５３年５月から）

土・日曜日、祝日の前日
から提供

秘書課
広報係

情報共有
10

岩見沢市ホームページの運用
市民にわかりやすく、市政の概況や動向、行事などの情報を提供するととも
に、緊急情報なども随時提供するなど、適正かつ円滑な情報発信を行ってい
る。（平成１０年５月開設）

随時
秘書課
広報係

情報共有
11

地デジ広報の運用
地上デジタル放送のデータ放送を活用し、ホームページのお知らせ・募集に
掲載した記事を表示させ、パソコンやスマートフォンなどを使わない方に向け
た情報発信を行っている。（平成３０年１月開始）

随時
秘書課
広報係

情報共有
12

情報配信モニターの運用
公共施設に設置している情報配信モニター（８施設１０カ所）を利用し、市民
にとって必要な生活・行政情報を発信する（平成３０年１０月開始）

随時
秘書課
広報係

情報共有
13

岩見沢市
ツイッター、フェイスブック、インスタグラ
ムの運用

イベント情報や選挙速報、災害情報や気象情報など、即時性の高い情報を
ツイッターとフェイスブックを活用し、タイムリーな双方向の情報発信を行って
いる。
（ツイッターは平成２４年８月から、フェイスブックは平成２４年１１月から、イン
スタグラムは令和２年８月から運用開始）

随時
秘書課
広報係

情報共有
14

さまざまな電子媒体の活用

「広報いわみざわ」などの印刷物をスマートフォンなどで利用できるアプリや
インターネットで閲覧できるよう、さまざまな電子媒体を活用し情報発信を
行っている。
・アプリ「マチイロ（旧名称：i広報紙）」（平成２７年２月開始）
・電子書籍ポータルサイト「Hokkaido ebooks」（平成２７年２月開始）
・電子書籍ポータルサイト「北海道の広報まるごと検索くん」（平成２７年６月
開始）
・広報記事テキスト提供サイト「広報プラス-わたしの岩見沢-（旧名称：マイ広
報紙）」（平成２９年１月開始）
・アプリ「Domingo」（平成２９年２月開始）
・多言語翻訳アプリ「カタログポケット」（令和２年４月開始）

広報等発行の都度
秘書課
広報係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
15

岩見沢市役所国際交流
フェイスブックページの運用

岩見沢市の国際交流の取り組みについて、行事の紹介や募集案内、また姉
妹都市訪問時の情報提供を行っている。
（平成２５年４月運用開始）

随時配信（配信時間は原
則勤務時間中）

庶務課
庶務係
（国際交流担当）

情報共有
16

情報公開コーナーの開設

市政の内容や事業などについて、より深く理解を得られるようにするため、市
議会の議案や予算書・決算書、入札調書、市の発行した刊行物のほか、国・
道の発行した刊行物など各種資料を取りそろえ、誰でも自由に閲覧すること
ができるように市役所本庁、北村支所、栗沢支所及び有明交流プラザにコー
ナーを設置し配架している。
（市役所本庁及び有明交流プラザ（当初はコミュニティプラザ内）は平成１１年
６月開設、北村支所及び栗沢支所は平成１９年５月開設）
【参考：配架ファイル数】
本庁　531冊、北村支所　412冊、栗沢支所　410冊、　有明交流プラザ　353
冊

開庁時間と同じ
庶務課
文書法制係

情報共有
17

情報公開制度

市民参加の開かれた市政の実現を図るために、市民や岩見沢市に通勤・通
学している方などの請求に応じて、市が保有する文書などを公開している。
（平成13年4月に要綱を施行し、制度開始。平成14年12月条例施行）【参考令
和2年度請求件数2件】

原則、請求書を受理した
日の翌日から起算して１４
日以内に決定

庶務課
文書法制係

情報共有
18

個人情報保護制度

市では、多くの個人情報を保有しているが、その情報を適正に管理し、市民
のプライバシーが侵害されないようにするための仕組みとして、個人情報保
護制度を定めている。その中で、自分に関する個人情報（自己情報）を見た
いときの開示や事実と異なる記録があるときの訂正を求める権利など、「自
己に関する情報をコントロールする権利」を保証している。
（平成１６年１月に条例を施行し、制度開始）
【参考：令和2年度請求件数3件】

原則、請求書を受理した
日の翌日から起算して１４
日以内に決定

庶務課
文書法制係

情報共有
19

ホームページによる市庁舎建設事業の
各種情報の公開

市庁舎建設事業に関する情報をホームページ上に掲載し、随時、内容の追
加等を行い、迅速かつ正確で分かりやすく情報を公開している。

随時更新 新庁舎整備室

情報共有
20

岩見沢市メールサービス
各種行政サービスの充実を図るとともに、安全安心なまちづくりの推進を図
るため、電子メールにより防災・防犯情報や行政情報の配信を行っている。
（平成２２年度から運用）

随時配信
（原則として開庁時間内）

防災対策室
防災対策係

情報共有
21

緊急告知FMラジオの販売普及
市民の生命や身体、財産の保護のため、災害緊急事態等が発生や発生す
る恐れがある場合に、非常放送等を通じて災害緊急事態等に関する情報を
提供している。（平成２５年度から運用）

災害時
毎月第三月曜日に
定期試験放送を実
施

防災対策室
防災対策係

-　3　-



-　4　-

番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
22

地方行政サービス改革に関する取組状
況の公表

質の高い公共サービスを効率的・効果的に提供するため、必要な業務改革
の状況を、他自治体と比較可能な形で総務省及び市のサイトで公表してい
る。（平成２７年度から開始）

総務省が指定する日程
（令和2年度は令和2年4
月1日現在）

企画室
企画調整係

情報共有
23

岩見沢市ホームページ内
いわみざわ動画サイトの運用

市内で開催されるお祭りなどのイベントの様子やＩＣＴを活用した岩見沢市の
取組みについて撮影・編集を行い、動画を公開している。（平成２４年度から
運用開始）

随時配信
情報政策課情報化
推進係

情報共有
24

手話の啓発パンフレットの発行

平成３０年４月の手話言語条例施行後、手話の普及啓発を図るため、パンフ
レットを発行し、市内の主要な施設やイベント等で配付している。
令和元年5月に手話の簡単なあいさつや指文字を掲載した携行用パンフレッ
トを発行し、市内の主要な施設やイベント等で配付している。

随時
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

情報共有
25

岩見沢市まちづくり基本条例パンフレッ
ト及び逐条解説書の発行

まちづくりを推進していくための基本的ルールを定めた「岩見沢市まちづくり
基本条例」の概要を紹介するため、パンフレットと逐条解説書を製作し、市内
の主要な施設や各高校などに配布している。（パンフレットは一般用と中高生
用を制作）

随時
不足した時には増刷

市民連携室
市民連携係

情報共有
26

いわみざわ男女共同参画マガジン「ア・
ライク」の発行

男女共同参画社会の実現に向けて、市民に対する啓発と情報提供を行うこ
とを目的とした男女共同参画情報誌を発行している。（平成１６年度から年１
回発行）

年１回発行（おおよそ３月
～４月発行）

いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議による編
集委員会で作成

市民連携室
市民連携係

情報共有
27

ごみ情報紙　Think ECOの発行
ごみの適正排出や減量化について更なる理解を深めてもらうための情報誌
の発行を行っている。

町内会への回覧
１～２か月に一度

廃棄物対策課
廃棄物対策係

情報共有
28

観光Facebookページの運用
観光物産に係る事業ＰＲ、実施状況について情報提供を行っている。（平成２
６年度から運用開始）

随時配信
観光物産振興課
観光振興係

情報共有
29

観光PRコーナーの設置
岩見沢市観光協会にて、観光パンフレット等の配架や、特産品の販売を行
い、訪れた観光客に対して案内を行っている。

岩見沢市観光協会の営業
時間内

岩見沢市観光協会
が運営

観光物産振興課
観光振興係

情報共有
30

岩見沢観光パンフレット発行
岩見沢市内の主な観光資源、物産、特産、祭りを紹介するため、パンフレット
を製作し、市内の主要な施設に配布している。

随時
不足した時には増刷

観光物産振興課
観光振興係

岩見沢の｢食べるたから｣、｢観る遊ぶた
から｣パンフレットの発行

岩見沢市の食べるたから、観る遊ぶたからを広く市民に募集して、上位１０個
を整理して２種類のパンフレットを製作し、市内の主要な場所に配布してい
る。

随時
不足した時には増刷

岩見沢市観光協会
が運営

観光物産振興課
観光振興係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
31

ホームページによる水道関連の各種情
報の公開

水道部が発信する情報をホームページ上に掲載し、随時、内容の追加や削
除、修正等を行い、迅速かつ正確で分かりやすく情報を公開している。（平成
１８年度から運用開始、平成２７年度から市ホームページ内の共通フォーマッ
トに統合）

随時更新
水道部業務課
管理係

情報共有
32

市議会ホームページの更新

議会開催日程や結果、議員の紹介、議長交際費など、議会に関する情報を
提供している。
（平成２０年度から運用開始、平成２６年度から市ホームページ内の共通
フォーマットに統合）

随時更新
議会事務局
総務議事係

情報共有
33

市議会本会議、常任委員会及び特別
委員会の会議録公開

本会議、常任委員会及び特別委員会の会議録を市民へ知らせるため、情報
公開コーナーでの閲覧及びインターネット上で閲覧できる会議録検索システ
ムへの掲載している。
（会議録検索システム：平成１３年度から運用開始。常任委員会及び特別委
員会会議録は平成２７年第２回定例会分より掲載開始）

会議録の調製後
議会事務局
総務議事係

情報共有
34

議会中継

本会議を市役所本庁１階ロビー及び３階議事堂前に設置のモニターにて生
中継を行っている。（平成１６年１２月より運用開始）
また、インターネットを利用した議会中継を実施している。（平成２８年６月より
運用開始）

本会議開催時
議会事務局
総務議事係

情報共有
35

議員の出退表示システムの活用

市役所１階にモニターを設置し、来庁者に議員の出退状況をお知らせしてい
る。併せて議会の会議予定を表示している。
（出退表示システム導入：平成１５年３月から運用開始）
（会議予定の表示：平成２６年９月から運用開始）

随時
議会事務局
総務議事係

情報共有
36

議会開催ポスターの掲示
定例会の開催日程について広く市民に知らせるため、市内公共施設等４７カ
所にポスターを掲示している。（平成２６年第２回定例会より）

定例会開催１週間前から
定例会最終日まで

議会事務局
総務議事係

情報共有
37

岩見沢市議会
フェイスブックの運用

議会開催日程や結果など、議会に関する情報を提供している。
（令和３年３月から運用開始）

随時
議会事務局
総務議事係

情報共有
38

「岩見沢市の教育」の発行
市の教育行政の概要について、市民や関係団体に周知するため、冊子を発
行している。

８月中旬
学校教育課
総務係

情報共有
39

教育広報「いわみざわ市の教育」
の発行

市の教育に関わるイベントや団体の紹介、取材した内容や啓発といった情報
を市民に情報発信するため、教育広報を発行している。（平成１８年度から開
始）

年３回
学校教育課
総務係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 担当課係

情報共有
40

岩見沢市教育委員会
ホームページの運用

市の教育行政情報に関して円滑な情報提供を行っている。
（平成２６年度から市ホームページ内の共通フォーマットに統合）

随時
学校教育課
総務係

情報共有
41

岩見沢市教育委員会
ツイッター、フェイスブックの運用

市の教育の話題やイベント情報のほか、取材したことなどに関して円滑な情
報提供を行っている。
（ツイッターは平成２３年度、フェイスブックは平成２５年度から運用開始）

随時
学校教育課
総務係

情報共有
42

岩見沢市立中学校「学校選択制度」
学校紹介パンフレットの発行

各学校の特色を市民に知らせ、学校選択制度の参考資料としていただくた
め、学校紹介パンフレットを発行している。

６月上旬
学校教育課
学校教育係

情報共有
43

子ども・子育て支援に関する市ホー
ムーページの刷新

子どもの成長やステージに合わせて、必要な情報が得られやすいよう発刊中
の子育てガイドブックと同様の構成としたほか、イラスト等を活用するなどの
工夫を図っている。

２月～
子ども課
子育て支援係

情報共有
44

岩見沢市立図書館
ホームページの運用

岩見沢市立図書館の利用方法やイベントの案内、蔵書検索からインターネッ
ト上で図書の予約を行っている。
（平成１３年５月から運用開始）

随時
図書館
図書係

情報共有
45

岩見沢市立図書館
ツイッター、フェイスブックの運用

岩見沢市立図書館のイベント情報のほか、臨時休館等の情報提供を行って
いる。
（平成３１年２月から運用開始）

随時
図書館
図書係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

①市主催による市民参加事業の実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
1

姉妹都市ポカテロ中高生訪問団
派遣

市民の国際感覚の醸成と多文化に触れ合う機会の
提供のため、例年中高生による相互訪問を実施して
いるが、姉妹都市提携35周年を迎え、大人による市
民訪問団を相互派遣。（昭和60年度から継続事業）

中止
米国アイダホ州ポ
カテロ市

市広報、HP、国際
交流フェイスブッ
ク、市内の中学校、
高校へのチラシ・ポ
スターの配付

0
当初派遣予定
R2.10.5～R2.10.13

庶務課
庶務係
（国際交流担当）

参加①
2

姉妹都市キャンビー中高生訪問
団派遣

将来有望な国際的人材の育成、姉妹都市交流の更
なる発展を目指すことを目的に、姉妹都市である米
国オレゴン州キャンビー市に中高生を派遣。（平成元
年度：旧栗沢町から継続事業）

※休止中
庶務課
庶務係
（国際交流担当）

参加①
3

多文化理解講座

多文化理解や外国人住民と日本人住民との相互交
流の一助とするため、市内在住の外国人の方を講
師に出身国の文化や料理を紹介。（平成８年度から
継続事業）

R3.3.24
国際交流フェイス
ブック

国際交流フェイス
ブック

773
（リーチ）

オンライン開催
庶務課
庶務係
（国際交流担当）

参加①
4

市民参加による防災訓練

体験型の各種訓練に参加することにより、防災・減
災に必要な知識・技能を身につけ、地域防災力の向
上と市民の防災意識の高揚を図るため、防災訓練を
開催。
（平成１７年度から実施）

中止 -
防災対策室
防災対策係

参加①
5

手話出前講座どこでも手話
ろうあ者等への配慮を学び、簡単な手話を体験する
講座を地域の町内会等で実施している。

R2.11.13 いわなび
HP、情報配信モニ
ター、各イベントで
のチラシ配布

18
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
6

障がい者アート展いわみざわ
ハート＆アート

障がい者の自己表現や社会参加の機会を増やし、
障がいのある人とない人との相互理解を深めるた
め、障がい者を含めた市民が制作したアート作品を
広く公開。

R2.12.16～
R2.12.20

岩見沢市民会館・
文化センター　展示
室

広報、ＨＰ掲載、チ
ラシ配布

212
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

参加①
7

岩見沢アール・ブリュット芸術祭
2019

ナントプロジェクトの凱旋事業としての要素を盛り込
み、全道・全国の優れたアール・ブリュット作品の展
示やステージパフォーマンスを実施することで、障が
い者の芸術文化の可能性や魅力を岩見沢から発信
し、障がいのある人もない人もともに暮らす共生社会
の実現に資することを目的として開催。

R1.11.10～
R1.11.24

岩見沢市民会館ま
なみーる、岩見沢
市イベントホール赤
れんが

広報、ＨＰ掲載、プ
レスリリース、チラ
シ配布、新聞広告
記事

2,651

共生社会の実現に
向けた文化芸術プ
ロジェクト実行委員
会、北海道新聞
社、北海道教育大
学岩見沢校、北海
道、障害者の文化
芸術国際交流事業
実行委員会、北海
道アールブリュット
ネットワーク協議会

福祉課障がい者
福祉グループ

参加①
8

北海道アール・ブリュットショウ
ケース

北海道・北東北で舞台芸術に取組む団体のステージ
発表を行い、あわせて、これまで発表の機会が少な
かった団体も一般公募枠として発表の機会をつくり、
もって障がいのある人の社会参加の促進に寄与す
ることを目的として開催。

R1.11.24
岩見沢市民会館ま
なみーる

プレスリリース、チ
ラシ配布

400

社会福祉法人ゆう
ゆう、岩見沢市、北
海道アールブリュッ
トネットワーク協議
会、社会福祉法人
岩手県社会福祉事
業団 社会福祉法人
あーるど

福祉課障がい者
福祉グループ

参加①
9

ウォーキングのつどい
多くの人と一緒に自然にふれながら、ウォーキングを
行って心地よい汗を流し、市民の健康に資することを
目的として開催。（平成１４年度からの継続事業）

中止
いわみざわ公園内
バラ園

広報、ＨＰ掲載、
チラシ回覧、
ポスター掲示

-
事業主催は「健康
と福祉を高める市
民会議」

福祉課
総務グループ

参加①
10

"社会を明るくする運動"～犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ～

すべての市民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人
たちの更生について理解を深め、それぞれの立場に
おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を
築いていくため、啓発用ティッシュの配布等、普及啓
発活動を開催。（全国的に昭和２６年度からの継続
事業）

R2.7.1～
R2.7.31

街頭での啓発活動
については中止

広報、
ポスター掲示、
看板の設置

-

・法務省主唱
・参加者数は岩見
沢市推進委員会構
成団体（48団体）か
ら同運動への協力
者の延べ人員（概
数）

福祉課
総務グループ

参加①
11

健康と福祉を高めるセミナー・国
保健康教室

市民の健康と福祉に関する知識を深めたり、意欲を
高めるため講演会を開催。令和２年度は、新型コロ
ナウイルスの影響で講演会は中止となったが、講演
予定だった「笠井咲」氏による「ほほEMI介護の力」の
寄稿文を掲載したリーフレットを会員へ郵送。
（講演会は毎年テーマを変え、平成6年度からの継続
事業）

中止
岩見沢市文化セン
ター

広報、HP掲載、
チラシ回覧、
ポスター掲示

-

事業主催は市と
「健康と福祉を高め
る市民会議」の共
催

福祉課
総務グループ
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
12

救急救命講習

基本的な応急手当方法やAED使用法等を短い時間
で学ぶ。繰り返し実施することで、市民全体でいざと
いう時の対応力を高めるため、消防署救急救命士を
講師とする講習会を開催。（平成29年度からの継続
事業）

中止 健康ひろば
広報、
チラシ回覧

-
事業主催は「健康
と福祉を高める市
民会議」

福祉課
総務グループ

参加①
13

健康まつり

市民の健康に対する意識と関心を高めるため、さま
ざまな健康づくりの基本を盛り込み、健康で笑顔あ
ふれるまちづくりを推進する「健康まつり」を開催。
（昭和５２年度からの継続事業）

中止
イベントホール
赤れんが

広報、ＨＰ掲載
ポスター掲示
チラシ配布及び新
聞折込等

-
主催は市と「岩見
沢市健康づくり推
進協議会」

健康づくり推進課
総務管理グループ

参加①
14

男女共同参画市民フォーラムin
いわみざわ

男女共同参画の推進のため、市民に対する啓発を
目的としたフォーラムを開催。（平成１７年度から継続
事業）

中止 ホテルサンプラザ
広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

-
いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
15

ステップアップ講座

男女共同参画社会の実現のため、女性への啓発及
び女性リーダー育成を目的として講座を開催。（平成
２０年度からの継続事業）※平成２９年度は受講対
象を男性にも拡大

中止
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

-
いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
16

男女共同参画川柳コンテスト
男女共同参画を推進し、その趣旨を広め、関心を高
めることを目的としてコンテストを開催。（平成28年度
からの新規事業）

募集期間
R2.4.1～
R2.5.8

R2.6.23～29受賞作
品を展示
市役所本庁舎、イ
オン岩見沢店、で
あえーる岩見沢

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

17人
49作品

いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
17

サケの稚魚放流壮行会
前年１２月から市内の保育所や学校、事業所などで
体長５㎝前後に育てた稚魚を、幾春別川に戻ってく
ることを願い放流。（平成４年度からの継続事業）

Ｒ2.4.7
（園児・児童等
による放流は

中止）

若松町幾春別川
左岸　親水広場

広報
事務局
で放流

幾春別川をよくする
市民の会と岩見沢
商工会議所青年部
の共催

環境保全課
環境保全係

参加①
18

利根別川クリーングリーン作戦
市内を流れる利根別川周辺の環境美化のため、市
民の参加による散策と清掃を開催。（平成３年度から
の継続事業）

中止 はぎぞの緑地
広報、Faceboook
チラシ配布
FMはまなす、ＩＨＫ

-

岩見沢市と利根別
川をきれいにする
市民の会の共催
当初開催予定
R2.5.16

環境保全課
環境保全係

参加①
19

夏休み子ども環境見学ツアー

地球温暖化や省エネルギーなどについての学習と
啓発を図るため、市内の小中学生を対象として、岩
見沢市内の環境施設・エネルギー施設の見学バス
ツアーを開催。（平成２３年度からの継続事業）

中止
岩見沢農業高等学
校　他

チラシ配布 -
環境保全課
環境保全係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
20

リユースフェスタ
「衣類のくるくる市」

岩見沢市一般廃棄物処理基本計画のなかで「7つの
ごみ減量化行動（7Ｒ）」のひとつに掲げている「再利
用（リユース）」の取り組みを推進し、ごみの減量や
再資源化の推進のため、「ごみと環境を考える市民
の会」、「ごみのよりよい始末を進める市民会議」と市
の協力により、リユースフェスタ「衣類のくるくる市」を
開催。

未開催 健康ひろば
広報、町会回覧、
各種団体の会報
誌、チラシ配布など

-
廃棄物対策課
廃棄物対策係

参加①
21

環境フェスタ2020

ごみの減量や再資源化を推進するため、市民に対
する啓発事業として、市と「ごみのよりよい始末を進
める市民会議」が共催で「環境フェスタ2019」を開
催。
また、関係団体・企業等にも働きかけ、ごみ減量に
向けた取り組みの紹介、体験コーナーを設置。
「岩見沢ハイ！元気プロジェクト」が企画する「まちな
かマーケット」と同時開催。

中止
イベントホール
赤れんが

広報、FMはまなす
生放送番組内、チ
ラシ配布、ポスター
掲示など

-
当初開催予定
R2.7.4

廃棄物対策課
廃棄物対策係

参加①
22

ふれあい水ひろば

８月の「水の週間」に合わせ、水の大切さや水資源
開発の重要性について、市民の関心と理解を深める
ため、岩見沢市の上下水道事業をはじめ、桂沢ダ
ム、桂沢浄水場、南光園処理場等の取組みを紹介。
（平成３０年度から実施）

中止 健康ひろば
市広報、ＨＰ掲載、
チラシ配布、フェイ
スブック

-
水道部業務課
管理係

参加①
23

市民歩け歩け大会

自然に親しみながら歩くことを通じて、健康づくりや
体力づくりを推進するとともに、参加者同士のふれあ
いと親睦の輪を広げ、明るく豊かな市民生活を送る
ことを目的として開催。（昭和３９年度から継続事業）

R2.10.17 であえーる周辺
広報、HP掲載、プ
レスリリース

38

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

参加①
24

ウォーキングマラソン大会

雄大な自然の中を約30㎞、約15㎞の2コースでゴー
ルを目指し、歩くことの楽しさや苦しさを味わいなが
ら、完歩する充実感と得る。（昭和６３年度から継続
事業）

中止
キタオン～栗沢町
上幌～栗沢中央公
園～キタオン

広報、HP掲載、プ
レスリリース、チラ
シ配布、ポスター掲
示

-
当初開催予定
R2.9.5

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

参加①
25

楽しいキッズスポーツ教室

子どもたちにスポーツの楽しさを知ってもらい、子ど
もの体力向上につなげることを目的に、様々なス
ポーツ、遊びを体験できる教室を開催。（平成２３年
度から継続事業）

R2.9.27
～

R3.3.13
全7回（土曜日）

（全10回を予定3回中止）

東山公園陸上競技
場ほか

募集チラシの配布
及び申込書の取り
まとめ協力を市内
各小学校へ依頼

151
参加者数は事前申
込み人数

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

参加①
26

歩くスキー教室・歩くスキーの集い

歩くスキーを通じて、健康づくりや体力づくりを推進
するとともに参加者同士のふれあいと親睦の輪を広
げ、明るく豊かな市民生活を送ることを目的として開
催。（平成１８年度から継続事業）

R3.1.16
（教室）
R3.3.6
（集い）

東山公園陸上競技
場周辺
いわみざわ公園周
辺

広報、HP掲載、プレ
スリリース、ドカ雪ま
つり開催会場におけ
る歩くスキー体験コー
ナー開設

48

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

参加①
27

依田こども囲碁教室

囲碁を素材として、こどもが創造性豊かで柔軟な思
考を身に付けることを目的として、日本棋院依田紀
基九段、遠藤悦史七段及びボランティア講師の協力
により囲碁教室を開催。

通年
（毎週土日開催）
（5月～9月中止）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

募集チラシの配布
及び申込書の取り
まとめ協力を市内
各小学校へ依頼

30
参加者数は、令和2
年度開講式時の登
録人数

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
28

依田紀基杯全道子ども囲碁大会
「依田こども囲碁教室」で囲碁を学ぶ市内に居住す
る児童・生徒の競技力向上のため、全道の中学生以
下の児童・生徒を対象とした囲碁大会を開催。

中止
まなみーる岩見沢
市民会館・文化セ
ンター

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

-
当初開催予定
R2.8.8

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

参加①
29

岩見沢市ことぶき学園
新たな仲間づくりと生きがいの創造を通じて積極的
な社会参加意識の高揚を図るため開催。

中止
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

-
当初開催予定
.5月～10月

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
30

栗沢長寿大学
新たな仲間づくりと生きがいの創造を通じて積極的
な社会参加意識の高揚を図るため開催。

中止 栗沢市民センター
広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

-
当初開催予定
.5月～10月

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
31

北村寿大学
新たな仲間づくりと生きがいの創造を通じて積極的
な社会参加意識の高揚を図るため開催。

中止
北村環境改善セン
ター

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

-
当初開催予定
.5月～10月

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
32

みんなで教育を考える日

社会を取り巻く問題等について、ひとりでも多くの市
民が共に考え、取り組む機運の高揚を図ることを目
的として、教育に関わる各種団体が連携して企画を
検討して開催。

中止
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

-
当初開催予定
10月

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
33

いわみざわ市民大学
市民の多様化する学習ニーズに対応するとともに、
受講者の主体的な学習意欲とまちづくりへの積極的
な参画意識の高揚を図るため開催。

R2.11.25
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

38
当初2回実施予定
（R2.2.24悪天候の
ため中止）

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
34

いわみざわチャレンジスクール
子どもたちの休日をより有意義なものとし、学習活動
や体験活動を通じ、豊かな心と健やかな体を育み、
個々の「生きる力」の高揚を図るため開催。

Ｒ2.9.5～Ｒ3.3.6
（14回）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび
ほか

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

179
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
35

０歳児教育学級

子どもの発達の節目をとらえ、家庭教育に関する基
礎理解や心身の発達の特徴や健やかな成長のため
の家庭教育のあり方について学習し、家庭教育の充
実に努めることを目的として開催。

Ｒ2.11.18
Ｒ2.11.25

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

20
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
36

２・３歳児教育学級

子どもの発達の節目をとらえ、家庭教育に関する基
礎理解や心身の発達の特徴や健やかな成長のため
の家庭教育のあり方について学習し、家庭教育の充
実に努めることを目的として開催。

Ｒ3.2.10
Ｒ3.2.17

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

24
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
37

家庭教育指導者育成講座

身近な地域で家庭教育や子育て支援できる指導者
を育成するため、家庭教育支援に関する実践的な研
修を開催。また、育成講座で学んだ知識や技術、個
人が有する資格等をいかし、家庭教育支援に関する
実践的な研修及び実践的な活動を推進する。

Ｒ3.3.18
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

10
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
38

家庭教育指導者活用事業

子育て中の親子の相互関係を深め、親がゆとりを持
ち笑顔で子育てできるよう支援するため、家庭教育
指導者育成講座で学んだ知識技術や、個人が有す
る資格等を生かし、家庭教育・子育て支援に関する
実践的な学習を開催。

Ｒ2.12.16
Ｒ3.1.20

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

21
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
39

育児サークルサポート事業
子育て支援として、育児サークル活動の場の提供と
学習活動に対する支援を開催。

通年
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

70人
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
40

「いわなび」サロン講座
生涯学習活動の基礎づくりを推進するため、趣味、
教養、娯楽、健康等、気軽に参加できる教室や講座
を開催。

Ｒ2.11.15～Ｒ
3.3.23（4講座）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

81
生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
41

「成人の日」記念事業
新成人を祝福し、地域社会の新たな担い手としての
意識啓発を図るため、記念式典等を開催。

R3.1.10 (延期）
（R3.5.2Ｒ3年度

実施）

まなみーる・市民会
館

広報、HP掲載、案
内状送付

424
卒業中学校別3回
に分け実施

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
学習活動支援係

参加①
42

保育サービス講習会

ファミリー・サポート事業（子どもの預かりを受けたい
人（利用会員）と援助を行いたい人（提供会員）を募
集し、会員相互の子育て援助活動の連絡・調整を行
う。）を支援する提供会員を養成するため、講習会を
開催。

第1回
R2.9.30～
R2.10.15

第2回
R3.2.1～
R3.2.10

であえーる岩見沢
市教育委員会

広報、フェイスブッ
ク、
ポスター掲示

第1回
8名

第2回
3名

子ども課
子育て支援係

参加①
43

おしゃべりルーム
「ばぶばぶ」「とことこ」

妊婦や初めて子育てをしている親への支援や情報
提供、各種の相談に対応するため、年齢期にあわせ
た事業を開催。

ばぶばぶ
20回

とことこ
21回

子育て総合支援セ
ンター

広報、フェイスブッ
ク、
ポスター掲示

ばぶばぶ
468名

とことこ
354名

子ども課
子育て支援係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加①
44

リフレッシュ支援事業

子育て中の親が仕事や家事・育児による疲れやスト
レスをためることなく、子どもと良い関係を築くため、
リフレッシュタイムの一環として託児を設けたリフレッ
シュの場の提供。
令和元年度は「リンパ＆指ヨガ講座」を開催。

R3.1.27
いわみざわ子育て
支援センター

広報、フェイスブッ
ク

14名
子ども課
子育て支援係

参加①
45

パパといっしょ
日ごろ、子どもと接することの少ない父親が、子ども
とのコミュニケーションを図り親子の絆を深めるた
め、子どもと楽しく過ごすための遊びの機会を提供。

R2.12.6
いわみざわ子育て
支援センター

広報、フェイスブッ
ク

40名
子ども課
子育て支援係

参加①
46

青空広場

家庭で子育てしている親子を対象に、密室育児によ
る孤立感や精神的負担感を解消し、青空のもとで子
どもを遊ばせながら日頃抱えている不安や悩みなど
について気軽に相談が出来るよう公園を利用した相
談・交流支援事業を開催。

中止
いわみざわ子育て
支援センター

市広報、HP掲載、
フェイスブック

-
当初開催予定
R2.6.22

子ども課
子育て支援係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

②市民説明会の実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 担当課係

参加②
1

地域除排雪懇談会の開催

各地域代表者と除雪業務受託業者及び市除排雪担
当部局の三者で懇談会を開催し、除排雪の説明及
び意見交換を行うため、懇談会を開催。17地区で開
催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡
大状況を踏まえ、1２地区で中止することとした。

R2.11.10～
R2.11.12

北ふれあいセン
ター　他
全5会場

文書案内 46
土木課
道路維持係

参加②
2

岩見沢市都市計画変更に関す
る住民説明会の開催

都市計画道路、用途地域及び下水道区域等の都市
計画決定（変更）について、住民説明会を開催。

未開催
R2年度は、住民説
明会が必要な都市
計画変更なし

都市計画課
都市計画係

参加②
3

岩見沢市議会意見交換会

市民と議会との意見交換を行い、今後の市政に反映
していくことを目的として開催しているが、新型コロナ
ウィルス感染症拡大の状況を踏まえ、市民の来場を
控えていただき、オンライン配信で開催。

R2.11.13
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

議会ホームページ
議会だより
ポスター掲示

-
議会事務局
総務議事係

参加②
4

中学校選択制度の学校説明会
中学校選択制度の説明と、各中学校による説明及
び個別相談のため、学校説明会を開催。

R2.7.4
岩見沢市立教育研
究所

HP掲載
保護者へ案内を配
布

41
学校教育課
学校教育係

参加②
5

小規模特別認可校の学校説明
会

小規模特別認可校制度の説明と、メープル小学校に
よる説明のため、学校説明会を開催。

R2.10.31 メープル小学校 広報、HP掲載 3
学校教育課
学校教育係

参加②
6

子ども・子育てセミナー
岩見沢市の子育ての現状と、第２期子ども・子育て
支援事業計画の骨子案を説明し、広く市民から意見
を募集するための機会として開催。

R1.11.20
市生涯学習セン
ターいわなび

広報、HP、FB掲載 80
子ども課
子育て支援係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

③パブリックコメントの実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 意見の募集期間 周知方法 意見数 備考 担当課係

参加③
1

岩見沢市障がい者福祉計画等 計画素案に対する市民意見を募集 R3.2.15～R3.2.26 HP掲載 0
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

参加③
2

第３次いわみざわ男女共同参画実践プ
ラン

プラン案に対する市民意見を募集 R3.1.13～R3..2.2 HP掲載 2
市民連携室
市民連携係

参加③
3

岩見沢市災害廃棄物処理計画 計画案に対する市民意見を募集 R2.10.23～R3.11.6 HP掲載 1
廃棄物対策課
廃棄物対策係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

④ワークショップの実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 回数 参加者数 見学者数 備考 担当課係

参加④
1

ザワトーーク
～いわみざわを語ろう～

シティプロモーション活動事業の一環として、普段、岩見沢
に対して想うこと、感じることなどを話し合いながら、岩見沢
への想いを共有し、いわみざわらしさを考え、好きになって
もらうことを目的とするワークショップを開催。

未開催 - -
秘書課
広報係

参加④
2

防災有資格者連絡会議

防災士や地域防災マスターなどの防災関係有資格者と地
域との連携・協力体制を構築し、地域防災力の向上と防
災・減災対策の推進を図ることを目的に、行政との情報共
有と有資格者間のネットワークを広げるための防災研修会
や情報交換を行う。

中止 - -
防災対策室
防災対策係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

⑤市民アンケートの実施状況（市民活動団体へのアンケートも含みます）

番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 対象者 実施方法 周知方法 配布数 回収数 回収率 備考 担当課係

参加⑤
1

障がい者福祉に関するア
ンケートA

第3期障がい者福祉計画の策定に向け、
障がいのある方全員へのアンケート調査
を実施

R2.8.17～R2.9.17
障害のある方

5,410人
郵送配布
郵送回収

― 5,410 2,415 44.64%
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

参加⑤
2

障がい者福祉に関するア
ンケートB

第4期障がい者福祉計画の策定に向け、
市民へのアンケート調査を実施

R2.8.17～R2.9.17
20歳以上の市民
1,979人（無作為

抽出）

郵送配布
郵送回収

― 1,979 680 34.36%
福祉課
障がい者福祉グ
ループ

参加⑤
3

南空知圏域アンケート調
査

南空知圏域における新たな広域連携を進
めるにあたり、圏域全体の活力維持等に
向けた施策等を検討・実施するために必
要な課題を整理し、南空知圏域の行政運
営に役立てることを目的として実施。

R3.1.15～R3.2.5

南空知圏域の住
民で満18歳以上
の11,000人（無
作為抽出）

郵送配布
郵送l回
収、イン
ターネット
回答受付

広報掲載 11,000 4,592 41.7%

※配付数、
回収数、回
収率につい
ては南空知
圏域全体の
数値

企画室
企画調整係

参加⑤
4

ICT（情報通信技術） 利活
用及び就業等に関するア
ンケート

岩見沢商工会議所の会員、岩見沢商工
会（北村・栗沢）の会員、岩見沢市の工業
団地の企業、岩見沢市が事務局をしてい
る「企業親睦会」の会員企業を対象に、昨
今の情勢で取組が期待されるテレワーク
やアウトソーシングの意向、及び人材ニー
ズの把握をするため。

R2.7.10～R2.8.7

岩見沢商工会議
所の会員、岩見
沢商工会（北村・
栗沢）の会員、
岩見沢市の工業
団地の企業、岩
見沢市が事務局
をしている「企業
親睦会」の会員
企業

郵送配布
郵送回収

― 1,061 279 26.3%
情報政策課
情報化推進係

参加⑤
5

第３次いわみざわ男女共
同参画実践プランにかか
る男女共同参画に関する
意識調査

第３次いわみざわ男女共同参画実践プラ
ンの策定に向け、市民の男女共同参画に
関する考えや意見、現状を把握することを
目的に実施。

H31.4.17～
R1.5.31

満18歳以上の市
民2,000人（無作
為抽出）
5名以上雇用し
ている事業所
500事業所（無作
為抽出）

郵送配布
郵送回収

―

市民
2,000

事業所
500

市民
674

事業所
202

市民
33.7%

事業所
40.4％

市民連携室
市民連携係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 対象者 実施方法 周知方法 配布数 回収数 回収率 備考 担当課係

参加⑤
6

岩見沢市労働実態調査

市内の企業労働者の就業実態を把握し、
市内企業の振興と安定、労働者の労働条
件の改善、労働力の確保、定着を図るた
めの資料とすることを目的として実施。

R2.9.1～
Ｒ2.10.30

１名以上雇用し
ている事業所

郵送配布
郵送・
FAX・mail
回収

広報・HP掲載 1,805 885 49.0%
商工労政課
商工労政係

参加⑤
7

中心市街地活性化に関す
るアンケート調査

最終年度となる岩見沢市中心市街地活性
化基本計画（２期計画）の取り組みに対す
る評価を得るため、また、前期プランが終
了する岩見沢市まちなか活性化計画につ
いて、次年度からの後期プランに関する
要望や意見を把握することを目的として実
施。

Ｒ1.7.16～Ｒ1.8.23

無作為抽出の市
民及び市内居住
の市職員3,094
世帯

郵送配布
郵送回収

広報掲載 3,094 1609 52.0%

中心市街地活性
化推進室中心市
街地活性化推進
係

参加⑤
8

岩見沢市の住宅・住環境
に関するアンケート調査

現在住んでいる住宅・住環境に関する満
足度・要望などを把握し、岩見沢市住生活
基本計画策定の参考とすることを目的とし
て実施。

R1.9.12～
R1.9.27

岩見沢市に居住
する世帯主
1,500人

郵送配布
郵送回収

― 1,500 458 30.5%
建築課
住宅管理係

参加⑤
9

児童見守りシステム利用
者アンケート

児童見守りシステムのさらなるサービス品
質向上を目的として実施。

R3.3.5～R3.3.19

下記学年の児童
見守りシステム
登録者
岩見沢市：小学
校１～６年生

ＷＥＢ
フォーム

児童見守りシス
テムからのメー
ル送信

2,722 876 32.2% 指導室

参加⑤
10

新岩見沢市立総合病院建
設基本構想に係る患者満
足度調査

岩見沢市立総合病院を利用する患者の
意見を把握し、基本構想策定に資する基
礎資料とすることを目的として実施。

R1.7.16～
R1.11.5

入院患者及びそ
の付添者

期間中に
入院した
患者に入
院案内と
併せて配
布

― 800 175 21.9%
新病院建設準備
室

参加⑤
11

第2期岩見沢市子ども・子
育て支援事業計画策定の
ためのニーズ調査

第2期岩見沢市子ども・子育て支援事業
計画策定のため、住民基本台帳からの無
作為抽出による郵送調査を実施。

R1.7.1～R1.7.19

①未就学児をも
つ保護者
②小学生をもつ
保護者

郵送配布
郵送回収

HP掲載、広報
掲載

①1,500
②1,800

①670
②772

①
44.7%

②
43.0%

子ども課
子育て支援係

参加⑤
12

全市民を対象とした子ど
も・子育てに関する意見募
集

第2期岩見沢市子ども・子育て支援事業
計画策定の参考に資するため、子ども・子
育てに関し、広報紙、ホームページを通じ
て意見募集を実施。

R1.7.1～R1.8.9 全市民
広報誌
ＷＥＢ
フォーム

HP掲載、広報
掲載

約39,000 286 0.7%
子ども課
子育て支援係

参加⑤
13

子ども・子育てに関する
サービス提供事業者に対
する現況・意向調査

第2期岩見沢市子ども・子育て支援事業
計画策定の参考に資するため、子育てに
関するサービスを提供する事業所を対象
に意向調査を実施。

R1.7.1～R1.7.19
市内幼稚園、保
育園、児童療育
施設53事業所

郵送配布
郵送・
FAX・mail
回収

HP掲載、広報
掲載

53 48 88.9%
子ども課
子育て支援係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【参加】に関する事項

⑥審議会委員等の公募状況

番号 審議会等の名称 審議会等の概要 任期
委員
総数

公募
人数

応募資格 応募期間
応募
人数

周知方法 備考 担当課係

参加⑥
1

第2期総合戦略等
推進委員会

第２期総合戦略に盛り込まれた施策に
対し、意見などを述べる。

５年 17名
3名以

内
市内に在住、在勤、在学している方で年2回程度
平日の午後に開催予定の会議に出席できる方。

R2.8.3～
R2.8.21

3名
HP掲載、広報

掲載
企画室
企画調整係

参加⑥
2

岩見沢市障がい者
福祉計画等策定委
員会

岩見沢市障がい者福祉計画等を策定
し、答申する。

R2.6.10
～

R3.3.31
19人

3人以
内

令和2年5月1日現在で満18歳以上の市民
R2.5.1～
R2.5.29

2人
市広報、HPに
掲載

福祉課
障がい者福祉グ
ループ

参加⑥
3

岩見沢市立図書館
協議会

岩見沢市立図書館の運営に関し館長
の諮問に応ずるとともに、図書館が行う
利用者サービスについて館長に意見を
述べる。

２年 10名
2名
以内

次の要件をすべて満たす方
①令和２年７月１日以前から岩見沢市に住所を
有し、今後２年間は転出する予定のない、年齢２
０歳以上の方。
②岩見沢市の議会議員または職員ではない方。
③公共図書館の運営及び図書館サービスについ
て関心のある方。
④年間に少なくとも２回は、平日の日中に開催さ
れる会議に参加できる方.

R2.9.1
～R4.8.31

2名
HP掲載、広報

掲載
図書館
図書係

参加⑥
4

岩見沢市上下水道
事業運営審議会

市長からの諮問に基づき審議するほ
か、市上下水道事業の運営について、
意見などを述べる。

２年 15名
7名
以内

R1.6の改選期にあわせ、委員15名中7名を公募
により選出。
応募資格は、市内に居住する20歳以上の方で、
年2～3回の審議会に出席可能な方。

H31.4.8～
H31.4.22

10名
市広報、HPに
掲載

業務課
管理係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 審議会等の名称 審議会等の概要 任期
委員
総数

公募
人数

応募資格 応募期間
応募
人数

周知方法 備考 担当課係

参加⑥
5

子ども・子育て会議

市長からの諮問に基づき子ども・子育
て支援に関する施策や計画について、
協議するほか、進捗状況等を管理す
る。

２年 11名
2名
以内

次の要件をすべて満たす方
①岩見沢市在住で、子育てに関心をお持ちの方
②満18歳以下（応募時点）の子どもの保護者
③岩見沢市議会議員及び地方公共団体の職員
ではない方
④会議（平日の18時開催を予定）に出席できる方

R1.5.1
～R1.5.1

2名
HP掲載、広報

掲載
子ども課
子育て支援係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【協働】に関する事項

①－１町会・自治会等への金銭的支援の状況

番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-1
1

広報配付事業
「広報いわみざわ」を毎月下旬に地域住民に配付する
協力に対して手数料を交付。
（年12回配付）

町会 11円/配布部数 4,388 3,612
秘書課
広報係

協働①-1
2

防災活動支援補助金

①町会・自治会、地区町会連絡協議会による自主防災
組織の増加と、自主防災組織（町会・自治会、地区町
会連絡協議会）による防災活動の活性化のために必要
な経費の一部を補助
②町会・自治会等の地域の防災活動に参加することを
目的に、防災士や地域防災マスターなどの防災関係資
格を取得する個人に対して取得に必要な経費の一部を
補助

町会・自治会、地区
協、自主防災組織

①自主防災活動推進事業
　　　　　　　　　　　50,000円/団体
   自主防災組織活動整備事業
　　　　　　　　　　200,000円/団体
②防災資格取得費用助成事業
   （取得者個人への補助）
　　防災資格取得に必要な受講料・受験料・
    登録料・交通費

1,781 17
防災対策室
防災対策係

協働①-1
3

敬老事業
高齢者を敬愛し長寿を祝うとともに、高齢者の社会参
加の促進や閉じこもりの防止を図るため、敬老会を実
施した町会等に対して報償金を交付。

町会 出席者：2,500円/人数 7,884 108
高齢介護課
高齢者支援グループ

協働①-1
4

町会等除雪ボランティア
支援事業

自力で除雪が困難な世帯に対し、町会長、民生委員、
その他関係機関と連携を図り、最小限の日常生活の安
全確保を目指すため、町会ボランティアによる除雪を実
施した町会等に対して活動費の一部を助成。

町会

①設計基準降雪量6ｍ、7ｍ地域
要支援割：3,300円/1世帯
世帯割：100円/1世帯
②設計基準降雪量8ｍ地域
要支援割：6,000円/1世帯
世帯割：180円/1世帯

6,815 167
高齢介護課
高齢者支援グループ

協働①-1
5

行政事務連絡事業
行政の事務連絡・周知・啓発等の回覧配付物を町会会
員等に遅滞なく円滑に回覧配付する協力に対して報償
金として交付。

町会 年間450円/1世帯 12,556 217
市民連携室
市民連携係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-1
6

町会会館建築補助事業
町会で建築する町会会館の新築、改築、増築又は改
修、解体に係る経費の一部に対して補助金を交付。

町会

　
経費の3/5（上限20,000,000円）
※解体のみは経費の1/5（上限300,000
円）

10,790 8
市民連携室
市民連携係

協働①-1
7

町会会館敷地賃借補助事
業

町会で保有する町会会館敷地の賃借に係る補助金を
交付。

町会
賃借料相当額（近隣地の賃借状況を考
慮）

2,825 13
市民連携室
市民連携係

協働①-1
8

花いっぱい推進事業
花いっぱい運動に取り組む町会等が市販の花苗を購
入する経費、又は町会等が花苗を育苗する経費の一
部を助成。

町会
花苗1株15円、育苗実費（花苗購入と育
苗を比較して少ない方を補助額とす
る。）

0 0
市民連携室
市民連携係

協働①-1
9

町会活動促進事業
町会等の連合組織が行う地域自治活動の円滑化を図
るため、各種事業の推進、調査及び研究を行う事業に
対して補助金を交付。

町連 基本額100,000円＋（世帯数×30円） 932 1
市民連携室
市民連携係

協働①-1
10

町会活動傷害保険事業
町会等の連合組織が行う地域自治活動の円滑化を図
るため、町会・自治会活動中の不測の事故発生に備え
る傷害保険料の加入掛金に対して補助金を交付。

町連 掛金200円×対象者数×2/3 173 1
市民連携室
市民連携係

協働①-1
11

町会等管理街路灯維持支
援事業

町会等の経費の負担軽減及び省エネルギー化を促進
を図るため、町会等が管理している街路灯の維持管理
と設置工事に対して報償金を交付。

町会・商店街区

維持報償（電気料金の1/2、水銀灯とﾅ
ﾄﾘｳﾑ灯の放電灯球取替料の1/2）

設置報償（省エネ型灯～LED灯又は無
電極点灯方式は設置費用の7/10、ﾅﾄﾘ
ｳﾑ灯は5/10）

17,608 533
市民連携室
市民相談・交通防犯係

協働①-1
12

地域コミュニティ活性化事
業交付金

市民が主役の市政と自主自立の新しい地方自治の確
立と市民とともに築くまちづくりを実現するため、地域活
動への支援として交付金を交付。

地区協
加入世帯数による交付限度額に事業
加算額を加えた額（最大1,000,000円）

7,464 24
市民連携室
市民連携係

協働①-1
13

墓地管理事業
旧幌向墓地跡の草刈及び清掃活動への協力に対して
報償金を交付。

町会
（幌向町会）

公園管理事業の積算方法に準拠 56 1
環境保全課
環境保全係

協働①-1
14

岩見沢市衛生協議会事業

市民の自主的衛生活動を活発にし、健康にしてよりよ
い環境をつくることを目的とし、環境衛生及び保健衛生
に関することについて、広報「ちょうれん」等での周知・
啓発や回覧配布物を各町会へ配布するなどの活動に
対して補助金を交付。

衛生協議会
（町連衛生部会）

岩見沢市衛生協議会補助金交付要綱
の規定による

188 1
環境保全課
環境保全係

協働①-1
15

ごみステーション用保管
設備設置整備費助成金

ごみステーション用保管設備の設置・整備を促進する
ため、経費の一部に対して助成金を交付。

町会
1基につき 1/2
箱型　上限60,000円
ネット　上限3,000円

1,414 16
廃棄物対策課
廃棄物対策係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-1
16

リサイクルステーション用
保管設備整備費助成金

リサイクルステーションの設置・整備を促進するため、
経費の一部に対して助成金を交付。

町会

1基につき費用の8/10
（10万円を超えた場合は超えた分の1/2）

びん・缶回収容器1個につき上限4,000円
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ回収容器1個につき上限15,000円

1,515 28
廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-1
17

集団資源回収奨励金
ごみの減量化、資源の再生有効活用及び省資源化、
集団資源回収の意欲の高揚と地域コミュニティ活動の
促進のため、奨励金を交付。

町会 2円/紙類等対象品目1kg 4,208 369
廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-1
18

並木維持管理事業
道道栗沢南幌線の並木維持管理活動への協力に対し
て報償金を交付。

管理組合
（小西、岐阜町会）

草刈業務の直接工事費相当 80 1
建設管理課
庶務係

協働①-1
19

緑化推進事業
旧万字線さくら広場における草刈及び清掃活動への協
力に対して報償金を交付。

市民の会
（万字町会）

3.2円/㎡×15,200㎡×3回
146 1

公園緑地環境課
公園緑地事業係

協働①-1
20

公園管理事業
よりよい公園の維持管理のため、公園内の草刈りや清
掃、便所の清掃、保全に伴う連絡等管理への協力に対
して報償金を交付。

町会

均等割額 20,000円/１公園
面積割額 14円/㎡
便所清掃（1人用）19,200円/式
便所清掃（2人用）38,400円/式

9,537 97
公園緑地環境課
公園緑地事業係

協働①-1
21

市議会だより配付事業
「市議会だより」の地域住民に配付する協力に対して手
数料を交付。
（4、7、10、1月下旬に年4回配付）

町会 7円/配布部数 931 301
議会事務局
総務議事係

協働①-1
22

地域子ども会活動事業
地域子ども会の健全な育成と地域に即した活動の推進
を図るために必要となる経費の一部を補助。

町会
（子ども会育成会）

均等割　8,000円/1団体
子ども会会員　300円/人
（高校生、育成者は、上限各５人）

1,580 71
子ども課
子育て支援係

協働①-1
23

臨時的配布事業

行政の事務連絡・周知・啓発等の配付物について、臨
時的に配布が必要となった場合に、広報配布事業に準
じ、地域住民への配付協力に対して手数料を交付す
る。

町会 11円/配布部数 0 0 各主管課
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【協働】に関する事項

①－２市民活動団体への金銭的支援の状況　（町会・自治会等以外）

番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
1

社会を明るくする運動運
営事業補助金

「少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と
参加を求める」を重点目標として、7月を強化月間とする全
国運動で、チラシ配布、街頭放送等の啓発活動及び保護
司会、更生保護女性会を中心とした市民活動に助成する。

社会を明るくする運動推進委員
会

岩見沢補助金等交付規則
の規定による

139 1
福祉課
総務グループ

協働①-2
2

岩見沢更生保護女性会補
助金

女性としての立場から罪を犯した人々に愛の手をさしの
べ、更生を助けると共に地域社会浄化に奉仕することを目
的とし、保護司と綿密な連絡共同のもとに目的達成のため
の活動をしている。
・保護観察活動に対する協力・援助
・更生保護思想の普及宣伝と地域社会浄化のための活動

岩見沢更生保護女性会
岩見沢補助金等交付規則
の規定による

65 1
福祉課
総務グループ

協働①-2
3

岩見沢市連合遺族会補助
金

戦没者遺族の福祉向上と親睦を図る。
・遺族処遇問題の適正化の促進運動
・遺族相互の援護及び更生の促進
・戦没者の慰霊
・平和運動の促進

岩見沢市連合遺族会
岩見沢補助金等交付規則
の規定による

219 1
福祉課
総務グループ

協働①-2
4

岩見沢さつきの会運営事
業補助金

さつきの会が実施している市広報をはじめとした各種刊行
物等の音訳（ＣＤ等の作成）及び視覚障がい者への各種刊
行物等の朗読等の活動に対し、補助を実施することによ
り、視覚障がい者の情報バリアフリー化の支援を図り、社
会参加を促進する。

さつきの会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

100 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
5

岩見沢ろうあ協会運営事
業補助金

ろうあ者相互の親睦を図り、団結を強めるとともに社会福祉
の増進に努め、ろうあ者の生活向上に努める。
・手話講習（昼の部、夜の部）の開催
・北海道ろうあ連盟認定通訳試験事前学習の開催等
・ろうあ者教養講座開催

岩見沢ろうあ協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

80 1
福祉課障がい者
福祉グループ

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
6

岩見沢市手をつなぐ育成
会運営補助金

岩見沢市における知的障がい者（児）への理解を深め、そ
の育成と福祉の向上を図ることを目的とする。
知的障がい者（児）の援護に積極的に取り組み、自立更生
に貢献する。

岩見沢市手をつなぐ育成会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

150 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
7

岩見沢市身体障がい者福
祉協会運営事業補助金

身体障がい者の親睦と、福祉の増進を図り、以って社会福
祉に寄与することを目的とし、福祉団体、身体障がい者更
生施設等の事業に協力する。

岩見沢市身体障がい者福祉協
会

岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

400 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
8

岩見沢市障がい者職親会
運営事業補助金

障がい者（児）のため、岩見沢市手をつなぐ育成会と共に、
雇用主の理解、職場開拓を推進し、社会的自立に寄与する
ことを目的とする。

岩見沢市障がい者職親会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

80 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
9

岩見沢市点訳赤十字奉仕
団運営事業補助金

岩見沢市点訳赤十字奉仕団が実施している市広報をはじ
めとした各種刊行物等の点訳及び視覚障がい者への配布
等の活動に対し、補助を実施することにより、視覚障がい
者の情報バリアフリー化、コミュニケーション支援を図り、社
会参加を促進する。

岩見沢市点訳赤十字奉仕団
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

100 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
10

岩見沢肢体障害者福祉協
会運営事業補助金

肢体障害者の更生援護及び福祉の増進を図り、社会的、
経済的、文化的地位の向上に努め、相互の親睦を図る。

岩見沢肢体障害者福祉協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

50 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
11

岩見沢視力障害者福祉協
会運営事業補助金

視力障害者の更生援護及び福祉の増進を図り、以ってそ
の社会的、経済的、文化的地位の向上に努め、併せて会
員相互の親睦を図る。

岩見沢視力障害者福祉協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

80 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
12

岩見沢手話の会運営事業
補助金

手話を学び聴覚障がい者と交流を深める中で聴覚障がい
者問題を知り、自分の問題として捉え、これらを解決するた
めに共に努力する。
・手話通訳活動及び聴覚障がい者宅訪問活動
・聴覚障がい者団体との交渉等

岩見沢手話の会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

70 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
13

手話サークル「エプロン」
運営事業補助金

手話を学び聴覚障がい者と交流のなかで、お互いを高め合
い、ろうあ者問題を解決するために共に努力する。

手話サークル「エプロン」
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

50 1
福祉課障がい者
福祉グループ

協働①-2
14

岩見沢市交通安全協会補
助金

市民団体等が行う交通安全思想の普及・向上と交通事故
の防止を図り、交通安全に寄与する事業に要する経費に支
援を行うことによって、交通安全活動を推進する。

岩見沢市内に居住する地区安
協の会員により、交通道徳の向
上と交通事故の防止を目的とし
て構成された団体

市の予算の範囲内 390 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
15

岩見沢市交通安全推進委
員会補助金

交通安全運動の企画、立案、調査研究、交通安全の啓発、
実践組織の育成等、交通道徳の向上と交通事故防止を図
るための事業に要する経費に支援を行うことによって、交
通安全活動を推進する。

交通安全に関係の深い官公庁、諸
団体等の代表者、各町会の交通部
長等により、交通安全運動を推進
し、明るい岩見沢を建設することを
目的として構成された団体

市の予算の範囲内 0 0
市民連携室
市民相談・交通防犯
係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
16

岩見沢交通安全母の会補
助金

「交通安全は家庭から」をモットーに婦人の連帯を高め、交
通安全の普及と交通事故防止の向上に寄与する事業に要
する経費に支援を行うことによって、交通安全活動を推進
する。

岩見沢市に在住する婦人によ
り、交通安全の普及と交通事故
防止を目的として構成された団
体

市の予算の範囲内 60 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
17

岩見沢消費者協会運営事
業

消費者基本法の基本理念に則り、消費者の利益擁護と増
進に努め、もって市民の安全で安心な消費生活の実現、向
上等に寄与することを目的に活動する岩見沢消費者協会
対して必要な補助を行う。

消費生活に関する情報収集、調
査研究をはじめ、消費生活展な
どの啓発事業及び消費者セン
ター運営業務の受託等を行う団
体

市の予算の範囲内 700 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
18

まちなか活性化事業補助
金

民間事業者が取り組む中心市街地の活性化に寄与する事
業に対して支援する。（岩見沢市中心市街地活性化協議会
に対する間接補助）

商店街組合、民間事業者等
岩見沢市中心市街地活性
化協議会補助金交付要綱
の規定による

967 3
中心市街地活性化
推進室中心市街地
活性化推進係

協働①-2
19

魅力ある店舗づくり支援
事業補助金

空き店舗、空き家の解消、家賃の引き下げ推進、既存店舗
の魅力向上を支援する。

個人事業主（起業者）等
岩見沢市魅力ある店舗づく
り支援事業補助金交付要
綱の規定による

921 2
中心市街地活性化
推進室中心市街地
活性化推進係

協働①-2
20

商業業務集積地区活性化
事業補助金

まちなか活性化計画に基づく、活性化事業を支援する。
商業業務集積地区の活性化を
担う事業者・団体

商業業務集積地区活性化
推進事業実施要領の規定
による

8,343 2
中心市街地活性化
推進室中心市街地
活性化推進係

協働①-2
21

まちなかまちづくり支援事
業補助金

中心市街地における個別課題の解決や賑わい創出のため
のアドバイザー派遣費用やワークショップ等開催費用、商
店街再興の事業計画作成に係る費用を支援する。

中心市街地活性化に寄与する
活動を行う団体・商店街等

岩見沢市まちなかまちづく
り支援事業補助金交付要
綱の規定による

0 0
中心市街地活性化
推進室中心市街地
活性化推進係

協働①-2
22

地域産業交流促進事業負
担金

秋に開催される「いわみざわ情熱フェスティバル」に対して
負担金として支出し、市内企業の展示、販売を行い、地場
産品の販路拡大、産業の振興を図る目的として支出する。

いわみざわ情熱フェスティバル
実行委員会

市の予算の範囲内 0 0
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
23

観光事業補助金
（いわみざわパン甲子園
事業補助金）

空知管内の高校生による創作パンコンテストの開催。
地元産のキタノカオリ小麦を使用した、創作パンのレシピを
管内の高校生から募集し、審査を行った上位5チームによ
るコンテストを開催する。

いわみざわパン甲子園実行委員
会

補助対象経費の1/2以内 270 1
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
24

グルメフォンド実行委員会
負担金

グルメとサイクリングが融合したイベントの開催を支援す
る。

そらちグルメフォンド実行委員会 市の予算の範囲内 572 1
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
25

都市と農村交流事業補助
金

消費者である都市住民と生産農業者の交流を目的として
開催される、いわみざわ情熱フェスティバルへの支援。

いわみざわ地域交流センター 市の予算の範囲内 0 0
観光物産振興課
観光振興係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
26

地域交流事業補助金
（毛陽・万美紅葉祭り開催
補助金）

りんごや農産物を主とした地域のPRと、都市との交流によ
る地域の活性化を図ることを目的として開催される毛陽・万
美紅葉祭りを支援する。
リンゴ及び農産物販売、リンゴ早食い大会、ライブ他

毛陽・万美紅葉祭り実行委員会 市の予算の範囲内 0 0
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
27

高齢者の生きがいと健康
づくり推進事業
（福祉スポーツ大会補助
金）

北村地区福祉活動実行委員会が行う、北村地区福祉ス
ポーツ大会の事業に支援を行うことによって、高齢者・障が
い者並びにひとり親家庭の方々が、生きがいのある人生観
を確立するため、スポーツ活動を通じて相互の親睦を深
め、併せて健康の保持増進に努めるとともに、豊かな地域
社会と明るい家庭づくりを推進する。
R1.7.31開催　227人

北村地区町会役員など関係のあ
る地区団体をもって構成する。
（北村地区町会等、市老連北村
地区協議会、民生委員児童委員
選出委員）

定額 0 0
高齢介護課
高齢者支援グルー
プ

協働①-2
28

高齢者の生きがいと健康
づくり推進事業
(ネンリンピック補助金)

高齢者等がスポーツ等の健康づくり活動を通じて、健康の
保持と相互の親睦を深め、高齢者等の福祉の増進に寄与
する事業に要する経費に支援を行う。

岩見沢市老人クラブ連合会栗沢
地区協議会の中から選ばれた者
をもって構成された団体（ネンリ
ンピック実行委員会）

ネンリンピック実行委員会
が主催する高齢者等健康
づくり事業の運営に要する
経費とする。
補助金の額は、予算の範
囲内で定める額とする。

0 0
高齢介護課
高齢者支援グルー
プ

協働①-2
29

岩見沢市ＰＴＡ連合会補
助事業

岩見沢市内の各学校父母と先生の会の調整を図り、青少
年の健全育成を期することを目的とする。

岩見沢市ＰＴＡ連合会 市の予算の範囲内 12 1
学校教育課
総務係

協働①-2
30

岩見沢育英会
優秀な学生、生徒で経済的理由により就学困難な者に対し
て、学資の貸与または、育英上必要な業務を行い、もって
社会に有用な人材を育成することを目的とする。

岩見沢育英会 市の予算の範囲内 1,300 1
学校教育課
総務係

協働①-2
31

岩見沢市高等学校定時制
通信制教育振興会

定時制教育の啓発と、各種行事及び活動に対する後援を
目的とする。

岩見沢市高等学校定時制通信
制教育振興会

市の予算の範囲内 40 1
学校教育課
総務係

協働①-2
32

高齢者文化祭開催補助金
市内の老人クラブ等が中心となって開催する文化芸術的事
業を支援する。

高齢者文化祭実行委員会 市の予算の範囲内 0 0

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
33

岩見沢文化連盟運営補助
金

市内の文化団体の相互協力を図り、文化の発展向上を目
的として設立された岩見沢文化連盟の運営、活動に対し助
成する。

岩見沢文化連盟 市の予算の範囲内 275 1

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
34

岩見沢市文化団体等事業
補助金

主に岩見沢市民である会員で構成され、岩見沢市の歴史
や文化の継承と発展に寄与する活動を行う団体が実施す
る事業に助成することで、市民の文化芸術活動を支援し、
岩見沢市における地域文化の振興を図ることを目的とす
る。

文学岩見沢の会
交響詩岩見沢の会

市の予算の範囲内 0 0

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
35

郷土芸能事業費補助金

専門の人々がつくり上げた芸術的な芸能ではなく、地域住
民が生活の中からつくり出し、地域住民の中で演じられてき
た芸能を将来にわたって確実に継承し、発展させ地域文化
の振興を図ることを目的とする。

市内郷土芸能６団体 市の予算の範囲内 37 2

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
36

岩見沢市スポーツ振興・
団体運営補助金

合併前の旧３市町村から、それぞれ市町村を横断的に組
織し、行政との協力の基に、スポーツ振興、青少年の健全
育成のため中心となり活動を続けている団体に対し助成す
る。

岩見沢市スポーツ協会ほか２団
体

市の予算の範囲内 1,822 2

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
37

人と歴史と文化のふれあ
い事業補助金

市指定の文化財をはじめとした、岩見沢市の発展や地域に
深い関わりを持つ歴史的遺構・構築物・文化等にふれあう
事業に対し助成する。

郷土史を学ぶ会 市の予算の範囲内 0 0

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
38

市民の文化祭開催補助金
岩見沢文化連盟、栗沢町文化協会に加盟している団体が
中心となって開催する市民の文化祭事業に対し支援する。

市民の文化祭実行委員会 市の予算の範囲内 2,246 1

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
39

子ども文化祭開催補助金
子ども文化祭実行委員会が開催する子ども文化祭事業を
支援する。

子ども文化祭実行委員会 市の予算の範囲内 346 1

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
40

小学生初級スキー教室開
催事業補助金

市内の小学生に対し、安全なスキーの滑り方や正しいマ
ナーなどを習得するための教室に対し助成する。
（令和元年度については積雪不足により中止）

岩見沢スキー連盟 市の予算の範囲内 450 1

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
41

岩見沢市スポーツ振興・
総合大会開催補助金

地域住民の連帯感醸成を目的に、地域の特色ある事業と
して、長年にわたり実施されてきた住民行事であるスポーツ
大会に対し助成する。

岩見沢市スポーツ協会ほか 市の予算の範囲内 550 1

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
42

アダプテッド・スポーツ普
及事業補助金

年齢・性別・障がいの有無を問わず、広く人々が関心・適性
等に応じてスポーツに参加できる環境を構築するために実
施する、アダプテッド・スポーツの普及・体験事業に対し助
成する。

アダスポ実行委員会 市の予算の範囲内 0 0

生涯学習・文化・ス
ポーツ振興課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
43

母親クラブ補助金
子ども達の健全育成を願い、児童館等を拠点として地域ぐ
るみでボランティア活動を行う。

母親クラブ 150,000円／1クラブ 2,100 14
子ども課
子育て支援係

協働①-2
44

岩見沢市青少年センター
地区活動補助金

青少年の非行防止のための街頭補導活動や少年相談活
動、有害環境浄化活動、地域住民に対する非行防止啓発
活動を行う。

市内9地区
（中央、東、西、南、北、上幌向、
幌向、栗沢、北村）

1地区あたり8,000円＋
（1,000円／人×補導員数）

199 9
子ども課
子育て支援係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

担当課係

協働①-2
45

青少年健全育成地区活動
補助金

地域の環境浄化活動、巡回指導、その他児童生徒の校外
活動の安全充実を図る。

市内8小中学校区 30,000円／1小中学校区 240 8
子ども課
子育て支援係

協働①-2
46

子どもの体験活動事業補
助金

子どもの貧困対策に係る観点から、子どもの体験活動を実
施する団体及びグループに対して補助金を交付することに
より、仲間や地域の人と楽しく幸せな時間を過ごせる機会
を設ける。

子どもの体験活動を提供する市
内の団体・グループ

上限100,000円／1団体 500 5
子ども課
子育て支援係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【協働】に関する事項

②市民活動団体が主催する実行委員会などへの人的支援の状況

番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 担当課係

協働②
1

第70回社会を明るくする運動～
犯罪や非行を防止し、立ち直りを
支える地域のチカラ～岩見沢市
推進委員会

48の団体によって構成される岩見沢市推進委員会に
おいて、社会を明るくする運動の普及啓発活動として
行う活動方法（日時、場所、協力人数）等について決
定する。

岩見沢市推進委員会
（事務局：岩見沢市）
（推進委員会委員長
　松野　哲市長）

R2.6.15　推進委員会開催（書面決議）
R2.7.1～7.31　「社会を明るくする運動」啓発
　　　　　　　　　　活動の実施
 　　　　　　　　　（街頭啓発は中止）

福祉課
総務グループ

協働②
2

令和２年度第1回「健康と福祉を
高める市民会議」
代表委員会議

「救急救命講習」「ウォーキングのつどい」の中止及
び「新型コロナウイルスの予防・生活習慣について」
会員あてリーフレットの送付報告。
「健康と福祉を高めるセミナー・国保健康教室」の中
止及び秋に実施予定の「救急救命講習の中止決定。

健康と福祉を高める市民
会議
（事務局：岩見沢市）

R2.7.27　第1回代表委員会議開催
R2.6.30　会員あてリーフレット送付

福祉課
総務グループ

協働②
3

令和２年度第2回「健康と福祉を
高める市民会議」
代表委員会議

「会員あてリーフレット」送付報告。
令和３年度の市民会議としての活動について決議。

健康と福祉を高める市民
会議
（事務局：岩見沢市）

R2.10.6　会員あてリーフレット送付
R3.1.28　第2回代表委員会議開催（書面決議）

福祉課
総務グループ

協働②
4

令和元年度第3回「健康と福祉を
高める市民会議」
代表委員会議

市民と行政の協働により、より一層「健康と福祉を高
め」ていくために、令和元年度の活動の反省と令和2
年度の市民会議としての活動について検討する。

健康と福祉を高める市民
会議
（事務局：岩見沢市）

R2.2.20　第3回代表委員会議開催
福祉課
総務グループ

協働②
5

北村地区福祉活動実行委員会
高齢者及び障がい者並びにひとり親家庭の方々が
生きがいをもって健康で明るい生活ができるよう福祉
活動を推進する。

北村地区の町会等役員、
市老連北村地区協議会・
民生委員児童委員選出委
員

R2.6.11   第1回実行委員会
R2.7.29   第37回北村地区福祉スポーツ大会
中止
R2.8.12   第1回役員会
R2.9.11　 第2回実行委員会
R2.10.30 敬老会中止により 景品配布
R3.2.26   第3回実行委員会

高齢介護課
高齢者支援グルー
プ

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 担当課係

協働②
6

ネンリンピック実行委員会

高齢者にスポーツレクリエーションを通して仲間との
交流を深めることにより、健康で明るい生活と生きが
いを高めてもらうためネンリンピック実行委員会を設
置する。

ネンリンピック実行委員会 中止
ネンリンピッ
クは中止

高齢介護課
高齢者支援グルー
プ

協働②
7

消費生活展実行委員会

市民を対象に合理的で安全な消費生活のあり方を
啓発し、併せて消費者意識の向上を図る目的の「消
費生活展」の開催にあたり、役割分担、出店ブースの
検討を行う。

岩見沢消費者協会 中止
消費生活展
は中止

市民連携室
市民相談・交通防
犯係

協働②
8

男女共同参画情報誌編集委員会

女性と男性が共に認め合い理解を深めながら生きて
いく男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを、
市民へ啓発し情報の提供を行う情報誌の編集・発行
を円滑に行う。

いわみざわ男女共同参画
プラン推進市民会議（事
務局：岩見沢市）

R2.10.30　第1回編集委員会
R2.12.15　第2回編集委員会
R3.1.22　第3回編集委員会
R3.2.10　第4回編集委員会(書面)
R3.3.26　第5回編集委員会

市民連携室
市民連携係

協働②
9

男女共同参画市民フォーラムin
いわみざわ実行委員会

男女共同参画社会の実現に向けた市民啓発活動の
ため、市民への啓発と意識向上を図ることを目的とし
た「男女共同参画市民フォーラムinいわみざわ」の企
画・運営を行う。

いわみざわ男女共同参画
プラン推進市民会議（事
務局：岩見沢市）

R2.4.10　第1回実行委員会(書面)
R2.7.22　第2回実行委員会

フォーラムは
延期の後、
中止を決定

市民連携室
市民連携係

協働②
10

令和２年度「ごみのよりよい始末
を進める市民会議」
代表委員会議

岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の中
で、ごみの減量等を推進するため、ごみ処理に関心
を有する市民の参加を得て設置。
代表会議の開催、ごみ減量化などの各種啓発活動、
視察研修、中心市街地拠点（クリーンエコ）運営など
が主な活動。

ごみのよりよい始末を進
める市民会議
（事務局：岩見沢市）

R2.7.17　第6回代表委員会議
R2.10.27 第1回代表委員会議(書面開催)

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働②
11

岩見沢市自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R2.4.24　令和2年度定期総会（書面）
R2.11.2　「自衛隊協力会だより（第57号）」発
行
R3.2.21　令和2年度自衛隊入隊予定者激励会

庶務課庶務係

協働②
12

北村自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R2.4.10 令和2年度北村自衛隊協力会役員
会・総会（書面決議）
R2.7.14　令和2年度自衛隊協力会第11旅団管
区連合会定期総会（書面決議）

北村支所
市民サービスセン
ター

協働②
13

栗沢町自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R3.2.21　令和２年度自衛隊入隊予定者激励
会

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
14

岩見沢市防犯協会
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R2.8.14　金融機関防犯啓発活動（10店舗）
R2.10.15　大型店舗防犯啓発活動（4店舗）
R2.11.15　町内会防犯啓発活動
R2.10～R3.2　防犯かるた大会（8施設）

市民連携室
市民連携係
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番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 担当課係

協働②
15

岩見沢市防犯協会北村支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R2.4.17　令和2年度　岩見沢市防犯協会北村
支部総会（書面決議）
R3.2.15　北村中央保育所防犯かるた（副会長
出席）

北村支所
市民サービスセン
ター

協働②
16

岩見沢市防犯協会栗沢支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R2.8.15　金融機関防犯啓発活動（郵便局・信
金）
R2.10.15　金融機関防犯啓発活動（JA）
R2.12.15　歳末防犯パトロール

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
17

岩見沢市防犯協会美流渡支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R2.8.13　　お盆防犯パトロール
R2.12.28　 歳末防犯パトロール

市民サービス課
美流渡サービスセ
ンター

協働②
18

栗沢町自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R3.2.21　令和２年度自衛隊入隊予定者激励
会

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
19

岩見沢市防犯協会栗沢支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R2.8.15　金融機関防犯啓発活動（郵便局・信
金）
R2.10.15　金融機関防犯啓発活動（JA）
R2.12.15　歳末防犯パトロール

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
20

地域子ども会育成会連合会補助
金

次代を担う青少年が、厳しい社会情勢の中で心身と
もに健やかに成長することを願い、地域社会を構成
する一員としての役割を自覚し、進んで社会参加でき
るよう、岩見沢市青少年対策に合わせ、健全育成の
立場から子ども会活動を通して積極的に諸活動に参
加する自立性と社会性を高めることを目的とした事
業を実施する。

岩見沢市地域子ども会
育成会連合会

R2.6.27　　　　炭鉄港ツアー（中止）
R2.7.24～25　地域子ども会野球大会（中止）
R2.7.20～21　わくわく子どもキャンプ（中止）
R2.12.26　　　地域子ども会かるた大会
R3.1.5～6     子ども書初大会（中止）

子ども課
子育て支援係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和２年度実施分】

【その他】関連事項

①市政地区懇談会の実施状況　（所管：総務部秘書課）

開催実績なし

②出前講座の実施状況　（所管：市民環境部市民連携室）

開催日時 申込市民（団体名） 参加者数 実施テーマ（講座名） 担当課

R2.6.28 南町第1町会 24 地域における防災対策 防災対策室

R2.8.25 岩見沢市立栗沢小学校 32 地球温暖化対策と「COOL　CHOICE」について 環境保全課・廃棄物対策課

R2.8.25 岩見沢市立第二小学校 21 第二小学校5年生防災訓練 防災対策室

R2.8.26 岩見沢市立東光中学校 123 協働のまちづくり～みんなでつくる岩見沢～ 市民連携室

R2.9.28 岩見沢市立第一小学校 63 協働のまちづくり～みんなでつくる岩見沢～ 市民連携室

R2.10.2 岩見沢市立栗沢小学校 65 地域における防災対策 防災対策室

R2.10.23 日の出南町会（ひまわりサロン） 18 地域における防災対策 防災対策室

R2.10.26 中幌向町長寿会 15 地域における防災対策 防災対策室

R2.10.27 上幌向町会 30 地域における防災対策 防災対策室

R2.10.27 東京美装北海道㈱岩見沢出張所 17 地域や家庭でできる体力づくり 生涯学習・文化・スポーツ振興課

R2.10.29 東京美装北海道㈱岩見沢出張所 10 地域や家庭でできる体力づくり 生涯学習・文化・スポーツ振興課

R2.10.30 岩見沢市立志文小学校 48 ここが知りたい介護保険 高齢介護課

R2.11.1 宮の下地区町会連絡協議会 50 地域における防災対策 防災対策室

R2.11.9 幌向ボランティア「このゆびとまれ」 21 地域における防災対策 防災対策室

R2.11.19 岩見沢市立清園中学校 98 地域における防災対策 防災対策室

R2.11.30 岩見沢市立第一小学校 56 地域における防災対策 防災対策室

R3.2.28 やまと町内会 17 地域における防災対策 防災対策室

R3.3.22 岩見沢市立中央小学校 62 男女共同参画社会の実現　わたしたちのこれからをよりよくするために 市民連携室
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